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IBは じめに

関西字院大学総合政策学部ユニバーサルデザイ

ン教育研究センターでは、2004年度以降、iと し

て祝聴覚に障がいを持つ学生への予習支援の開発

と実践を試行している(高畑他、2005、2006).本

報告では、聴覚に障がいを持つ学生を対象とtンた

教材用ビデオテープの字幕付けについて、開発中

の方法を紹介するとともに、今後の課題等につい

て考察する.

まず、ビデオ教材の字幕付けを試みるにこっ

た経緯から紹介したいぅ2006年奉学期現在、総

合政策学部では聴覚障がいの学生に対応するた

め、PCに よるノー トテイクと手書き要約争記を

組み合わせた学習文振策を実施している(高畑他、

2006)。その過程で、教材にビデオを使用すると、

ナレーションをノートテイクすることが難しいと

いう指摘があった,そ のため、ビデオ教材・への効

果的な字幕付け法の開発をめざモンてヽ2005年度に

PCシ ステム(カノープス社製EDIUS Pro 3)を導

入した,本 報告はその実践記録である.

近年、障がいを持つ学生の受け入れについて金

目的な関心が高まり、多くの実践 ・研究が蓄積さ

れつつある(秋山 ・亀井、2004;佐 野(藤|コ)・吉

原、2004;白 澤 ・徳隅、2002i■ 川他、2001).

その 一方で、ビデオ教材の字幕十」けについては、



アθ″r″,1 01r Pθ!たy SF″メたs No 24(No、
rembcr 2006)

機材や技能の必要性、著作権をめぐる問題等に

よって必ずしも普及が進んでいない感もある.本

稿では、できるだけ低負担 ・低コストで障がい学

生のために優しい教材を開発 ・蓄積していくとい

う視点から、これまでにおこなってきたビデオ年

幕付けの活動を総新したい.

本稿では、また作成した字幕付けビデオ教材

の有効利用をめざして、アーカイブ化、あるいは

Elearning化等も検討する,こ の際、とくに解決

されるべき課題として、オリジナルなビデオ作品

に関する著作権法 Lの問題があげられる!言 うま

でもないが、本プロジェクトでは、字幕イ寸けの

目的を「聴覚障がい学生への対応J=あ くまでも学

習支援の一環として位置づけることで、「学校そ

の他の教育機関における複製等(著作確法第35条、

Appendix参照)Jの範囲内にとどまるように心が

けている.

なお、本稿では前回の幸R告 (高畑他、2005、

2006)と同様に、「障害」という言葉について、「人

を意味する場合に「争」という漠字を用いることに

抵抗がある」との意見を尊丘して、文脈によって

「障害Jと「障がい」を使い分ける.こ の点について

は、あらかじめご了解いただきたい.

亜.ビ デオ教材の字幕付け作業

正-1.作 業の大まかな流れと使用機器

ビデオ教材の字幕付け作業は大まかに分ける

と、表1のような工程となる.こ のなかで、工

程(2)～(6)に使用する機器は、カノープス社製

のビデオ編集ソフ トEDIUS Pro 3を搭載 した専

用PCを 中心 としたシステムである。このPCに 、

(S―VHSと デジタルビデオ[DV]の)ダブルデッキ

を備えたビデオデッキ(ソニー WV_DR9)を OHCI

準拠IEEE1394インターフェース端子で接続する

ほか、ビデオデッキからテレビモニタ(シャープ

14C―GM3)に も出力 して、PC画 面 と同時に通常の

テレビ画面でモニタリングできるように接続 して

いる.

一
方、工程 (2)での音声認識によるテキス ト・

ファイル作成に使用する機器は、 ノ ー トPC(束之

ダイナブックSS)に音声認識ソフ トの ドラゴンス

ピーチ7SelectビSB(アスキーソリューションズ社

製)を導入 して、ビデオテープか らのキャプチャ

時に、再生 された音声を復「月することで、テキ

ス ト・ファイルを作成して、字幕の原案とtノてt｀

る.

エー2.実 際の作業

以下、作業工程について順 を追って説 llllした

工程1:教 員より教材ビデオヘ宇幕人力の依頼が

ある場 合、通常はVIISテープ  DVIン )形

で受 けlltるこ ととなる.以 下、教材の上

映時間を45分問と想定 した場合の、およそ

の作業時間のめどを示す (表1),こ の 1ヽlS

テーブ  Dヽ
rDを
デジタルビデオテーブ1以

下、DVテ ープと略称)にコピーするのに15

分を要する.な お、実際の作業では■liniI)ヽ

カセットを使用している,

工程2:字 幕付け作業frn PCのEDIUSを 起動 して、

ビデオデ ッキに入れたDVテ ープか ら映像

ファイル(aiヽ形式)として取 り込む.こ の作

業を
・
キャプチャ

Ⅲ
と呼んでいる.ま た、こ

の未編集のファイルが
・
素材 クリップ

Ⅲ
であ

る。10分間の映像で約2GBの 大きさになる。

この作業 と平行 して、キャプチャ時に再

生される音声を、作業者が耳で聞いて、そ

れを復唱 した声を音声認識ソフ トによって

テキス ト・ファイルに変換する(45分),

工程3:EDIUSを 操作 して、素材クリップを作業

用の画面 (タイムライン ・ウ ィンドウ)に並
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表1 作 業工程表。以下、テープの上映時間を45分と想定した場合の、およその作業時

間を示す

工荘<つ別 薔 話則:誰野
粧…プ研

工程 (2)

EDlUSを起動して、DVテープから画像を専用PCに取り込む

(キャプチャ)。同時に音声認識ソフトによってテキスト・  45分

ファイルを作成する

工程 (3) (2)で作成したテキスト・ファイルを校正する 5『寺間

工程 (4)
E D l U Sのプロジェクト・ファィルを起動して、字幕付けをお

こなう
3日寺間

工程 (5)
字幕付けが終了したプロジェクト・ファイルを再生して、校

正する
5R寺間

工程 (6) (5)で 完成したプロジェクト・ファイルをDVテ ープに出力する  45分

工程 (7) DVテ ープからVttSテープ/DVD等 に変換する 45分

計 16日寺間

べ、編集作業を開始する(図1を参照),タ

イムライン(時間軸)上に並べられた素材ク

リップに編集作業を施して、一つの映像作

品としてl」BIす る作業全体が
“
プロジェク

ト
"と
呼ばれ、編集中もしくは編集済みの

ファイルが
“
プロジェクト・ファイル

Ⅲ
であ

る(図2を参照).

次に、プロジェクト・ファイルを再生す

る(デジタル ・ファイル化されているため、

両面「上で再生 ・巻き戻 し等の操作はきわめ

て容易である)。この再生画面(タイムライ

ン・モニタという画面に表示される)を確認

しながら、工程2で作成したテキスト・ファ

イルを校正する。この工程には相当の時

間が必要で、台詞が多い場合、45分のビデ

オ ・ファイルの校正に4～ 5時間程度をみる

必要がある。校正では、音声認識ソフトの

変換 ミスを修正すると同時に、発声状況等

にあわせて、一行20文字程度に区切った上

で、2行(やむを得ない場合は3行程度)にま

とめる。また、発話以外の発声、ヒト以外

のキ声、あるいはBGM等 もここで文字化す

る場合がある.

実際の作業を少しでも理解してもらうた

め、表2に実際のデータを示してみよう.表

2のra)は音声認識ソフトで文字化された文

章を、適当な文字数(1行最長20文字程度ま

で)に整えただけのものである.一 方、共2

の十b)は、(a)の文章を字幕用に校正 `編集

したものである。なお、このビデオ教オイは

二つの映画作品、『永遠に美しく…』とFSh』|

weダ ンス ?』の一部を抜粋して組み合わせ

て、全体の上映時間を19分H秒 としたもの

だが、表2では最初の88秒間と、最後の128

秒間の部分を示してある.

表2は全体で42行になるが、例女_ば、前

半の第1行で「精気Jが「世紀」に、第5行で「老

い」が「応用Jに、第10行で「剣を抜 く音Jが

「嫌悪のことJ等に変換されるミスがあった,

後半でも、第3行で「1酋み理が「前に」に、第8

行では「好意」が「行為Jになっている.し か

し、全体には修正はかなり容易であった.
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表2 実 際の字幕付け作業で、(a)音声認識ソフ トによって文字化 された文章 (改行以外は、手を入れて

いない)と、(b)工程 (3)で校正 ・編集 したテキス ト・ファイルの文章を比較 したもの

a)音 声認識ソフ トによる文字化 (b)子 幕用に校正 ・編集 された文章

一削 しなやかな手世紀に満ちたこの手

これからは衰えていく。

しなやかで精気に満ちたこの手も
これからは衰えていくばかり一削

一制 人生とはかくも残酷なものなの 人生とはかくも残酷なもの

一副 若さとバイタリティーを与えられて、

いつかは、自分の応用霞撃 しなければならなく

若さとバイタリティーを与えられた私たちも

いつかは 自分の老いを目撃 しなけれはならない一剛

一前 (ため息)

一削 それが宿命でしょう。
嫡
ま それが宿命でしょう

キ削 宿命が何だって言うの
り

か 宿命が何だって言うの

一削
う ♪音楽♪|

前10 嫌悪のこと 分 (剣を抜く音)

前11 音楽 秒 (♪音楽 ヽ)

前12 雷鳴 (雷鳴)

前 3ヽ 音楽 (♪音楽♪)

前14 炎が上がろうと、 (炎が燃え上がる音、そして金属的なき)

前15 何それは、 イ可それは ?

前16 あなたが求めていたもの あなたが求めているもの

そ登1 でも、私があんなひどいこと言ったのに

あなたはダンスを続けたが、

でも私があんなひどいことを言ったのに

あなたはダンスを続けたわイ麦2

後 3 ずい′Sミん前にました。

だけどここでやめたら

すぃぶん悩みました

だけどここでやめたら後4

後 5 あなたの言ったこと

認めることになる命

あなたが言つたことを

認めることになる後 6

後 7 もちろん、なんというか

あなたに、行為思って、

もちろん なんというか

あなたに好意をもってそ整8

後 9 それが目的で、この数室に入ったことは

事実だけれど、あんな風に言われたことが、

それが目的でこの教空に入ったことは

事実だけれど あんな風に言われたことは後10

後 1 1 ショックだった。

そんな言い方をしなくてもいいと思った。 口頼

ショックだった

そんな言い方をしなくてもいいのにと思った後12

後13 あなたに、思い知らせてやろうと

思ったのです。

の

２

あなたに思い知らせてやろうと

思ったのです後14

後15 あなたの目a匂じゃない。

タンスをするために、ここに来てるんだ

で も、

８
秒
あなたが目的じゃない

ダンスをするために ここに来てるんだって後16

後17 で も

イ愛18 でも、 でも ?

後19 でも、すべてしゃにむに音たら、

いつの間にか2。ホントにダンスが好きになってた。

でも そうやってしゃにむに踊ってたら

いつの間にか本当にダンスが好きになってたイ整20

後21 私も、杉山さんのことを見てました。 私も杉山さんのことを見てました

イ数22 え つ

イ盗23 この窓から、あなたが、プラットホームで

ステップを踏んでいる姿を見たとき、

この窓からあなたがプラットホームで

ステップを踏んでいる姿を見た時イ資24

イ整25 なんだか胸が熟 くなった。

今でもおぼえてます。

なんだか胸が熟くなったの

今でもおばえてますイ盗26



一度も問いたことがない文章をそのまま反

復するだけで、これだけ変換が可能である

ことは、この方式が実ll lレベルにあること

を示唆している。

なお、実際の作業においてとくに注意を

要するのは■人名や地名等の固有名詞、 ]

叫び声や悲鳴、擬態語、EI数値等である,

これまでに字幕付けをおこなったビデオで

は、とくに問題は起きていないが、今後、

講義によっては特殊な用語が出てくるよう

なビデオにおいて、その分野に辞しい当f亥

の教員がテキスト・ファイル作成にも携わ

る必要がある場合も出来することも予想さ

れる.

工程4 1次 に、E D I【r Sを再び起動 させて、ビデオ

を再4 tしなが ら、工程3で作成 したテキス

ト・ファイルを、字幕 (タイ トル ・クリッ

ブ均として時間軸にあわせて画面にはめ込

んでいく.通 常2行、 一行2 0文字柱度に調整

されたテキス ト・ファイルを
`タ
イトル ・ク

リップ
い
にコピーした 上で、発声 ・旨の タ

113

イミングにあわせなが ら、 タ イムライン ,

ウィンドウの所定の位置にはめ込んでい く

のである.

図laは、作業中のPCの スクリーンだが、

左上は字幕の文章 を入力 したテキス ト・

ファイルの画面、右 Lは編集結果の画面が

再生 されているタイムライン ・モニタ(レ

コーダーともいう|、下半分は時間軸上にク

リップやタイトル ・クリップを配置するタ

イムライン ・ウィンドウが開いている「ま

た、図lbは、 タ イ トル ・クリッブを作成

1歩正する際に、 タ イ トル作成画面を開いて

作業している画面である(図lb),

こうした作業を模式図化すると、ヤ,ょう

ど紐のように直線的に進行する素材ク1'メ

プの 下に、テキ ス ト・フ ァイルの文字 を

メtめ,たいたのれんのように、タイ トll・タ

リッブがぶら ドがってい くような作業 とな

る十1司2),そ Lヶて、この
｀
紐
Ⅲ
とそれにぶら下

がる
・
のれん
"の
t:ットが、

‐
プロブェクト・

ファイル
Ⅲ
ととクて、 タ イムライン どモニタの

Y Takahata′ご,″!′ Edttcational Support tO the Audio―visually Hal■dicapped Students(3)

図1  作 業中のPCの スクリーン.( a )字幕の文章 を入力 したテキス ト・ファイルの画面 (左止)、タイと、

ライン 。モニタ(右上)、タイムライン ・ウィン ドウ(下半分)の3つの画面が開いている。 (b )タイ

トル ・クリップを作成するためのQu i c k  T l d e rの画面

(b)
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図 2
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プロジェク ト・ファイルの模式図。時間軸にそって映像 ファイルが配置され、そこに個々の字幕

を入力 したタイ トル ・ファイルが付けられる。そして、この全体がプロジェク ト・ファイルとし

て、タイムライン ・モニタ(図1参熙)に字幕付けされた画像 として再生される

ヽ`
＼
｀
ヽ

｀
革 こ 工

、登 盆1'
画面にまとめられて再生される.

台詞等が少ないと、およそ1時間の作業で

15～20分程度のビデオテープに字幕をす」け

ることができるため、45分のビデオ教材の

場合、およそ3時間が必要となる.学 生によ

る右償ボランティアは主としてこのf【千i(4)

にかかわっている.な お、学生ボランティ

アについては、専用のメーリング・リスト

によって連絡、各自、都合が良い時間帯に

ユニバーサルデザイン教育nll究センターで

作業をおこなうこととしている.

それでは、実例として図3を見ていただき

たい。例えば、図3aと図3bはNHKの 番組で

収録されたODA関 係のパネル ・ディスカッ

ションでの発言を字幕としたものである.

一方、図3cと図3dはナレーションを字幕に

したものである。

発話がはっきりしない場合や、子どもの

歓声や悲鳴等は表記に工夫を凝らす必要が

ある(図4a、図4b)。さらに、ヒトの発話だ

けでなく、背景からの音等についても、内

容と関連するかもしれないと判断したもの

は、(違和感が生じないように配慮しながら)

1鯛

できるだけ字幕化をおこなった十1可4c、田

4d ) |こうした音については、図4にあるよ

うに、( )内で表記する形で再現すること

としている.

古楽については、擬音で表現すること

も検討した。しかし、凝古は個人の主徹に

よって左右されるため、違和感を醸成する

危険性が強いこと、そして何よりも擁者を

作成する作業にかなりの時PB5を費やすこと

等から、音楽に航音を用いることを避けて、

BG Iヽがとくに目立つ場合にかぎり、十♪ヤ

楽♪)、あるいは(♪オープエング。テーマ

♪)等の字幕を入れるにとどめた1と15a、図

5b)。学習支援という立場からは、このあ

たりが限界であろうと考えているぅこれら

の作業はビデオの内容によるが、45分のビ

デオ教材の校正に、58手間程度が兄こまれ

る.

工程5t工 程4の作業の終了後、再びED I U Sを

使って、
｀
プロジェクト・ファイル

Ⅲ
を再生

させながら、字幕の誤記を再度チェックす

るほか、字幕と音声の同調を調整する。こ

ちらも相当の時間が必要である(表1を参

∽

私も杉山さんの
ことを見てました

この窓からあなたがフラットホームで
ステップを踏んでいる姿を見た時
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田3 字 幕付けされた画面。(a)司会の発言、(blシンポジウム参加者の発言、(c)ナレーション、(d)同

じくナレーション

話し言葉以外の発声や音。(a )子どものとき声

る音がしていることを表示

bl子 どもの歓声、(c)烏の鳴き声、(d)水が流|田4
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図5 音 楽等について、(a)音楽がなっていることの表示、(b)楽器の音の表示

( a )

月ミ).

工程6・7:校 正がすんだ
‐
プロジェク ト・ファイ

ル
Ⅲ
か らビデオデッキに出力 して、Dヽ

十
テ_

プにコピーする(45分),DヽIテープをさ,)に

VHSテ ーブ等にダビングして、担当の教員

に渡す (15分|.

このような工科をキトるため、表1では lll写時間

が15分のビデオ教材の字妹付けには最長で約16時

間とみこんでいるこもっとも、工程1・6・アの約

2時間は単純作業に過 ぎず、実質的な作業は]4時

問弱である.し たがって、1日TF手間の作業とすれ

ば、まる2「1の作業 となる,も ちろん、作米時間

は教材の内容で左右 される.職 業的なアナウン

サーによるナレーションは発者がきわめてDl確で

あるため作業が楽だが (図3aが該当)、 ‐般の方々

の発話は聞 き取 りにくく、また文法牛にも必ず

しも沿ったものでないものが多いぅこのため、キ

幕用のテキス ト・ファイルの作成にあたって、た

話の把握、それを文字情報に変換するための作業

時間(工程3)と、ビデオ画面の校正 (工程5)に汁H当

な時間を割 く必要が出て くる。また、NHKの 「ク

ローズアップ現代Jのようにキャスターや出演者

が早口で話す場合、あるいは講演会等の記録テー

プで講演時間中ずっと発話が続くような場合は、

発話量が多く、字幕付けにも相当の時間が必要と

なる(図3bが相当),そ のあたりは、誤植ミスの除

1去二十」費サ|!幼来の トレー ドオフとならさ
↓
るを i ti

十! |

一方、 |ギデオ教材によっては、外ヨ語ある| lヽi

一け人の発話についてあらか じめ宇幕が付|'ちれ

ているものもある.こ のような場合は、十=上 Li t

Fiわないように、字幕付けをおこなわなt いヽ
オ
r

lナ:降iげつi4=キH寺問と!ン
″
`は 吉クト|■1,(Vすモデ場合

ヤ
|,'ェ

恵- 3 .字 幕のスタイルについての言者課題

年卒付けの基本的方む|と|ンて  ヽ1+フ 1ヽ=● 子さ辞i

を1す略することなく年幕付|うする、さらにヨ宇幕

の1ち示は■際の発話のタイ2、ラインにあわせるt)

のとした.当 初は、すべてのfi声情報を十聴者の

学!11にもあまり違和感を持たせないで1字幕tで

きるかどうか危ぶまれた.し かし、実際に試行す

ると、ほとんどすべての発話をさほどの近和感を

生じさせずに、回市「に入れることができた,

また、年率付けを始めた当初は、句読代を付け

ていたが、途中からNHK等 のテレビでの字幕に

ならい、句読点は原則として使用せず、キ角分の

スベースを開けることで表現することとした,な

お、表2でおわかりのように、音声認識ソフトの

ドラゴンスピーチも旬読点入力機能を有してい

る.こ のため工程3では、句読点を一つの同安に

改行などをおこなって、文章を甥りそろえたの
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ち、句読点を十角スペースに一括変換することで

処理している―

字幕の字体も様々に試 Lャたが、現在は IヽS tiI

Gothicで黒の縁取 りがついた白い字体で、サイズ

は22ポイントを基本としている!Hl面 には子イr、

]6～20文字千1成 を目安 とした,し かしながら、

実際には単位時間あえiりの発話量に応じて、適

上、サイズで調整したり、やむを得ない場合は3

行で表記することもある1図6a)iなお、映像伸i面

にはじめから字幕が付いている場合、新たな字幕

が三なって画lBlが見にくくなってしまう、 と危慎

されるケースもあった十円6b):い ずれにlンてt)、

このあた 1)は障がいを持つ学生への情報保障と、

映像作|『1とし夕ての進和感を最低限にすることへの

図6(a)発 話が早くて、字幕が3行になって|ノまった場合

が付けた字慕が重なってしまった場合

図7 英 語のギ幕の例

トレードオフであるが、本研究の場合は基本的に

情縦保障を優先することとした,

一
方、英語のビデオ教材を字幕化する場イトは、

ネィテ |ブ ,ス ビーカーによるテキス ト化が!区ヽ須

である-2006Fit本学期までに字幕イ寸けしたビデオ

教材36本のうち、英語教材が3本含まれているが、

この3本については担当教員のS Ross教授が音■

認識ソフ トの ドラゴンスビーテTProfesttOnalで班

占̀人 'サによる文:′キを変換をおこない、イ4:成したテキ

ストを使用した|四7■、図7b),これらの教材|ご性1

1ンてはヽ字幕|」け後、実際の授業でもモニタⅢ)

グを行った結果、日本人学生は英語の読みとりに

時間力fかかり、 日本語年幕と同じようなタイメーチ

イラご年杵を氏れると、すべての英文を読みとる

bl番組にもともと付いていた字幕た 栽 々
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時間的余裕に乏しいことが半」明した。このため、

英語教材では、字幕の掲示時間を発話の前後にも

延ばして、学生への便宜を図った.

皿.考 察および今後の課題

皿-1.学 習支援の中の位置づけ

ビデオ教材の字幕付け、というきわめてテク

ニカルなことを述べてきたが、ここであらためて

確認したいのは、字幕付けは教育の一環、つまり

教材を利用したFD(フ ァカルティ`デ ィベロップ

メント)の一手段である、 という点である.ま た、

この立場に立つ限り、字幕付けにまつわる法律的

問題、すなわちベースとなる映像作品の著作権侵

犯に関しても、「教育を担任する考及び授業を受

ける者は、その授業の過程における使用に供する

ことを目的とする場合には、必要と認められる限

度において、公表された著作物を複製することが

できJ(第35条)、かつ「放送され、又は有線波送さ

れる著作物について、専ら聴党障害者の用に供す

るために、当該著作物に係る音声を文字にしてす

る自動公衆送信(略)を行うことができる」(第37条

の2)との記述に沿った運営が可能であると考えら

れるc

2005年度から着手したビデオの字幕付けという

学習支援を振 り返ってみると、(他の支援と同様

に)手本もア ドバイスもなく、手探 りの状態で進

めてきた(学生ボランティアヘの講習も、ほとん

どOJTの 形をとった)。そのため、教育上での位

置づけ等を省みる余裕もなかったわけだが、強調

すべきことは、教材について教育的責任を持つの

は担当教員にほかならず、字幕付けも、当該教員

が授業において目標とする学生へのサービスの向

上(授業内容のスムーズな理解を助ける)の一環で

あるという基本方針である。その基本方針の確認

があってこそ、字幕付け作業も障がいを持つ学生

への支援につながっていくはずである.

2006年度には ‐部の授業においてビデオ使用に

ついて教室で障lljして、実際に観察する機会を得

ることができた,と くにRoss教授の授業では、ビ

デオ教材の使用形態をつぶさに観容すると同時

に、1受業での観察をもとに、宇幕のスタイル寺に

ついて改良する機会も得ることができた=こ のよ

うに授業の担当教員のみならず、支援に携わる教

職員、学生ボランティア、障がいをもつ学生、聴

者の学生等様々なステークホルダーのインターラ

クションこそ、今後の学習支援に重要な要素とな

るであろう―教員はたんに4更利なシステユ、として

字幕付け(あるいは他のノートテイク等も含めて,

を利用するだけでなく、 止記のステークホルダー

に絶えず情報を遣元しながら、 自 らの授業もまた

改善していく姿勢が望まれるのではなかろうかi

Ⅲ-2.現 行システムの評価とアーカイフ化、

ネット配信の可能性

我々が試行しているシステムは、ビデオキャプ

チャ時に再生される音声を作業者が復唱すること

で、テキスト・ファイルの原型を作成するという

点で、時間的な効率性をかなり向上させているも

のと思われる。というのも、実際の作業では、 lll

面に貼り付けるテキスト・ファイルを作成するこ

とに(いわゆる
“
テープ起こし

い
の作業)、多大な時

間と労力を必要とするからである.今 後、IT機器

やソフトの向上によって、作業時間はさらに短縮

するものと思われる,ま た、プロジェクト・ファ

イルを保存しておけば、修正作業がいつでも可

能なことも大きな利点である(ただし、プロジェ

クト・ファイルは主にaviファイルが大きな容量

を必要とするため、大容量のHDDを 利用しても、

なお、すべてを保存するのは難しい。こうした点

は、IT機器のさらなる発展を期待したい)。

現在、作成したビデオ教材は、 l~VHS′ DVD
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の形で当該の教員の手元に保存、2VH Sテ ープ

とDVテ ープの形で総合政策学部ユニバーサルデ

ザイン教育研究センターが保管(前者は神戸三田

キャンパス自立支援課で障がい学生への貸し出

し等もおこなっている)、3ユ ニバーサルデザイ

ン教育研究センター内のHDD内 にaviもしくは

lllpeg形式で保管等様々な形で保存されている。

とくに電子ファイルの容量については、avi形式

では上映時間18分21秒の「写真は何を写してきた

か ?Jのファイルが407GBになるなど、1分間の映

像にほぼ022GBが必要であることがわかった[こ

れに対して、同じファイルをmpeg形式で保存す

ると982MBに「■縮できた。さらにwmv形 式では

149MBま で圧縮できる.こ こまでlF■縮するとフ

ル画面表示では画面が粗いが、例えば、障がいを

もつ学生がE―learning的に授業外でもアクセスし

て内容の再確認をおこなう、寺には充分かもしれ

ないっ

このように増加しつつあるテープ フ ァイル寺

の教材について、 しかるべき形でアーカイブ化す

るとともに、必要とする教員 ・障がいを持つ学生

へ提供するシステムを構築すべきであろうと思わ

れる。この作業は、たんに学部レベルにとどまら

ず、関西学院大学、あるいは障がい学生への学習

支援に関心を持つ他の大学との連携によって、字

幕付け資料を蓄積していくことが考えられる,と

くに、デジタルデータとしての特質を活かして、

電子情報 としてサーバーに蓄積するとともに、

ネット配信などで必要とする教員 ,学生に対して

配給するシステムも考えられる。ただし、これは

あくまでも現行の著作権法(Appendix)の範喘で

対処しなければならないi学 内においても、障が

い学生に関係する教職員、そして障がい学生本人

が必要に応じてアクセスして、教材として利用で

きるというシステムの構築が必要と思われる=
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Appendix

著作権法

(本稿に関係すると思われる第35条と第37条を抜粋)

(学校その他の教育機関における複製等)

第35条 学 校その他の教育機関
Xl(営
利を日的として設置されているものを除く。)において教育を担任

する者及び授業を受ける者は、その授業の過程における使用に供することを目的とする場合には、必要

と認められる限度において、公表された者作物を複製することができる。ただし、当該苫作物の種類及

び用途並びにその複製の部数及び態様に照らし著作権者の利益を不当に等することとなる場合は、この

限りでない.

2 公 表された著作物については、前項の教育機関における授業の過程において、当該授業を直接受け

る者に対して当該著作物をその原作品をしくは複製物を提供し、若しくは提示して利用する場合又は当

該著作物を第38条第1項の規定により上流し、 演 茶し、■映し、若しくは「]述して利用する場合には、

当該授業が行われる場所以外の場所において当該授業を同時に受ける者に対して公衆送信1自動公衆送

信の場合にあっては、送信可能化を含む3)を行うことができる!た だし、当該著作物の種類及び用途並

びに当該公衆送信の態様に照らし著作lfr者の利益を不:!1に害することとなる場合は、この限りでない

※1 構 造改革特,U区域法(平成14年法律第189サ)第12条第2項に規定する学校設置会社の設置する学校

を含む.

(平15法85・見出し1項一部改正2項追加)

(点字による複製等)

第37条 公 表された著作物は、点年により複製することができる.

2 公 表された者作物については、電子計算機を用いて点字を処理する方式により、記録媒体に記録し、

又は公衆送信(抜送又は有線放送を除き、11動公衆送信の場合にあっては送信可能化を合む―、)を行うこ

とができる.

3 点 字図書館その他の視覚障害者の福莉1の増進を目的とする施設で政令で定めるものにおいては、専

ら視覚障害者向けの貸出しの用に供するために、公表された著作物を録音することができる!

(平12法56・]項一部改正2項追加3項 一部改正|

(聴覚障害者のための自動公衆送信)

第37条の2 聴 覚障害者の福祉の増進を目的とする事業を行う者で政令で定めるものは、放送され、文

は有線放送される著作物について、専ら聴覚障字者の用に供するために、当該著作物に係る音声を文字

にしてする自動公衆送信(送信可能化のうち、公衆の用に供されている電気通信FI線に接続している白

動公衆送信装置に情報を入力することによるものを含む.)を行うことができる.(平 12法56・追加|


